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はじめに
　2017年11月18日から２日間、北海道帯広市の「と
かちっこ弦楽少年団」の視察をした。このオーケス
トラは、子どもへの芸術教育と地域への音楽普及を
目的として2012年に設立された。本稿では、「とか
ちっこ弦楽少年団（以下「とかちっこ」と略す）」
の活動内容や取り組みについて報告する。
１．「とかちっこ」の設立まで
⑴　クロアチアの音楽教育
　「とかちっこ」の教育は、クロアチアの音楽教育
システムがモデルとなっている。2004年、ピアニス
トの三谷温昭和音楽大学教授が、文化庁から初代文
化交流使として派遣され、クロアチアで演奏・教育
活動を行なった。三谷教授の報告によれば、クロア
チアでは、音楽教育を個人レッスン形態で学ぶこと
はほとんどなく、公的機関で行われている。そのた
め、音楽を専門的に学びたい子どもたちは、普通小
学校に加えて公立の音楽小学校に通う１）。三谷教授
はクロアチアの音楽小学校の教育について、次のよ
うに述べている。
　視察していて驚いたことは、音楽小学校低学
年の段階、２年次の学年末の授業で（前述した
ように授業は週２回あるから授業回数にすると
100回は超えている）、彼等は楽典・聴音等に関
してすでに平均的な日本の音楽大学入試問題を
解ける程度の力を持っていたことだ。音楽大学
に音楽の基礎的知識・能力を十分に身につけな
くても入学できてしまう昨今の我が国の現状と
のあまりに大きな差に愕然とする。また、低学
年の子供達の授業を経験豊かな教師が行なって
いることも特筆すべきだろう。クロアチアにお
いては音楽教育に携わる教員は全て公務員であ
るため必然的に勤続年数も長くなるのだ。ベテ
ランの教員は年齢差、能力差のある生徒達を巧
みに導き、決められた指導内容の他に音楽の歴
史の話等を挿入しながら集中力のある授業を行
なっていた。２）
 
　このことから、クロアチアの音楽小学校の教育内
容は、公立小学校であるにもかかわらず、非常に高
いものであることがうかがえる。しかし、クロアチ
アの音楽小学校から音楽大学への進学者は約100分
の１であり、専門家を目指すものはわずかである。
三谷教授は、「こうした教育システムは実は１％の専
門家を育てるための専門家教育という側面だけでは
なく、むしろ99％の音楽文化を理解し愛し支える
人々を育くんでいるのではないかという思いを強く
した」 と述べている３）。三谷教授は、日本で音楽や
芸術文化を理解するためには、「その根幹を成してい
る教育システム、芸術的環境といったものについて
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議論を深めることこそが重要であり、ひいては『成
熟した音楽文化社会』実現へ繋がっていくのではな
いだろうか」 と提言している４）。また、演奏会場や
楽器が不十分な環境のクロアチアでも、充実した音
楽教育が行なわれている状況に対し、日本の全国各
地にある、3000以上の音楽ホールの活用が十分にで
きていないことについても、三谷教授は指摘してい
る。
⑵　一般社団法人アーツスプレッドの設立
　三谷教授は帰国後、音楽普及を目的として、「アッ
プビート春期国際音楽セミナー実行委員会」を設立
し、2005年より北海道・中札内村にて、海外の音楽
家を招聘し、「アップビート春期国際音楽セミナー」
を開催した。2007年には中札内村で、小学校学校芸
術鑑賞を開催し、地域への音楽普及を進めていった。
2012年より、北海道帯広市で指定管理者や企業の支
援を受けて「アップビート春期国際音楽セミナー実
行委員会」は「とかちっこ」を設立し、監修を始め
た。その後、若手芸術家による北海道帯広市のＩター
ン支援活動を実施し、音楽教育環境に恵まれない地
域の子どもたちに質の高い音楽と音楽教育を提供し
ている。2014年、「アップビート春期国際音楽セミ
ナー実行委員会」を改組し、一般社団法人アーツス
プレッドを設立した。
２.「とかちっこ」の教育
⑴　「とかちっこ」の教育方針
　アーツスプレッドでは「とかちっこ」の教育方針
を、以下のように記している。
①音育（おといく）
　本ものの楽器に触れ、生きた音楽を聴き、音楽芸
術を享受するための教養教育＝『音育（おといく）』
により、子ども達の「精神力」「創造力」を育成する。
②心の教育
　「音楽」は、ギリシァ・ローマ時代以来、自由七
科（リベラル・アーツ：三学＝文法・修辞学・論理
学 、四科＝算術・幾何・天文・音楽）の一つとし
て西洋においては伝統的に尊重されている。精神的
な活動としての音楽教養教育の充実は、「心の教育」
の重要性が叫ばれている現代、我が国において真剣
に取り組むべき課題のひとつである。
③教育の地域格差の解消
　子どもたちを取り巻く教育環境においても、経済
格差・地域格差は深刻な問題である。多くの子ども
たちにできるだけ公平な教育環境の提供をめざす。
レッスンはグループで行い、会費をできるだけ低く
設定し、楽器を貸与し、全ての家庭の子どもたちが
無理なくレッスンを続けられるように配慮する。
④最新の音楽教育法と礼節教育の融合
　楽器演奏だけではなく、フランスの最新の音楽教
育法であるフォルマシオン・ミュジカルを導入、幅
広い音楽的基礎力の向上をめざす。年齢の違う子ど
も同士のグループレッスンにおいては、思いやる気
持ち、助け合う気持ちが芽生え、コミュニケーショ
ン能力の発達にも成果をあげている。また、あいさ
つをきちんと行い、感謝の気持ちを大切にすること
など、礼節教育にも力を入れている。
⑤本ものを聴く
　脳科学の進歩により、音楽を聴き、楽器を演奏す
ることには脳の全ての部分が関わっていることがわ
かってきた。脳が著しく発達・成長する幼少期に、
倍音を含む楽音・本もの音楽を聴くことが脳の発達
の観点からみても、とても大切なことなのである。
子どもたちにこそ密度の濃い音楽体験が必要だ。そ
の機会をつくり出すために、国内外の第一線で活躍
する演奏家によるコンサート鑑賞、特別レッスンも
実施する。５）
  このように、演奏技術やアンサンブルの向上を目
的とするだけでなく、フォルマシオン・ミュジカル
や音楽鑑賞を取り入れながら、心の教育やコミュニ
ケーション、礼節教育を重んじているところに特徴
がある。また、地域による教育格差をなくすために、
音楽を習うための費用を安く設定しているところに
も特徴がある。
⑵　「とかちっこ」のレッスン概要
　「とかちっこ」は、毎週土曜日の２時間、年間40
回のグループレッスンを基本とし、弦楽器実技をは
じめ、月１～２回、40分程度のフォルマシオン・ミュ
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ジカル を取り入れている。通常のヴァイオリンの
個人レッスンでは、ヴァイオリンを構えるだけで約
１年かかり、楽曲を演奏するのに時間を要するが、
「とかちっこ」では、入団したその日から１曲演奏
することができる。簡単な奏法を習い、レッスン歴
が長い団員たちと一緒に合奏をしながら、入団した
ばかりでも「音楽の楽しさ」を味わうことができる。
また、希望する団員には、別料金で個人レッスンを
受けることができる。その他、年に一回ヨーロッパ
からヴァイオリニストを招聘した特別指導や、特別
講師による演奏会鑑賞もある。
⑶　「とかちっこ」の団員
　 団員は十勝管内在住の未就学児から高校生を対
象としている。ヴァイオリンとチェロクラスがあり、
ヴァイオリンは初級、中級、上級の３段階のレベル
別となっている。入団時に音楽経験や楽器の希望を
聞き、個々の能力に適したレベルのレッスンを受け
る。フォルマシオン・ミュジカルのクラスは、年齢
別にレッスンを行っている。
⑷　会費・楽器
　会費は入会金2000円、月額3000円、教材費月額
500円となっている。楽器はレンタルが月額2000円
となっている。楽器は購入することも可能だが、ほ
とんどの団員が分数楽器を使うため、レンタルをし
ている。会費を低廉に設定し、地域の子どもたちが
弦楽器を始めやすい環境となっている。
⑸　指導者について
　指導者は、アーツスプレッドから派遣された２名
のレジデント・アーティストと、２名の地元のピア
ニストが中心となり、地域のボランティアの協力の
もと、指導を行なっている。十勝地方には、音楽大
学や教育大学が周辺地域になく、音楽の専門家が不
足している。そのため、現在、「とかちっこ」でヴァ
イオリンを専門に学んだ指導者は一人であり、弦楽
器の指導の多くは、弦楽器経験のあるアマチュアの
奏者に指導を依頼している。
⑹　Ｉターンとレジデント・アーティスト
　アーツスプレッドの紹介により、ヴァイオリニス
トの和光憂人氏とピアニストの長尾崇人氏が、とか
ちプラザのＩターン従業員兼レジデント・アーティ
ストとして、勤務している。平日は「とかちっこ」
の練習会場でもある、とかちプラザの従業員として
勤務し、終業後と休日は演奏活動や音楽指導を行
なっている。とかちプラザの従業員として、安定し
た収入を得ながら、十勝地方を中心に、音楽家とし
ての活動を充実させている。「とかちっこ」では、
和光氏が中心となって弦楽器とアンサンブルの指導
を行ない、合奏の伴奏やフォルマシオン・ミュジカ
ルの指導を長尾氏が主に行なっている。
⑺　レッスン会場について
　レッスンは、とかちプラザの音楽スタジオを２室
と、アートスタジオの合計３室を使用している。
３．レッスン風景とコンサート風景
⑴　パート毎のレッスン
 　2017年11月18日のレッスンでは、翌日の中札内
村文化創造センターで行われる「色とりどりのコン
サート」のプログラムを中心に行われた。
　まず、レッスン前に団員全員が音楽スタジオに集
合し、椅子取りゲーム「フルーツバスケット」を行
なった。これは、各団員の交流を深めるための「導
入」として行なっている。
　その後、１時間ほどのパート練習が行われた。アー
トスタジオでは、初級、中級の弦楽器が同じ部屋の
別々の場所で、基礎練習と、パート練習を行った。
アートスタジオには、ピアノがないため、講師がヴァ
イオリンを弾いて見せたり、歌ったりして音程を
取っていた。各団員のヴァイオリンの指板には、ポ
ジションがわかる指板シールが貼ってあった。
　初級は前述の和光氏と１名のアシスタントが、７
名の生徒の指導をしていた。この日は、開放弦の練
習を行った後、英語の教本《ステッピング・ストー
ンズ Stepping Stones》を使いながらレッスンを進
めていた。未就学児の保護者は見学も可能で、指導
内容をメモに書き取ったり、ビデオ撮影をしたりし
ていた。原則としてレッスンは、グループで進めて
― 290 ―
????????????????????
いくが、初級は３歳から小学生までと年齢にばらつ
きがあるため、ヴァイオリンを始めて間もない生徒
は、レッスンの途中から、アシスタントから個人指
導を受けていた。
　中級は、帯広交響楽団のアマチュアのヴァイオリ
ン奏者とアシスタントで指導を行っていた。この日
は、５名の生徒が15分ほど音程の練習を行なった後、
翌日のコンサートの曲の練習を行なった。
　上級クラスとチェロクラスは２つの音楽スタジオ
に分かれてレッスンを行っていた。上級クラスは、
翌日の曲を中心とした合奏を中心にレッスンを行っ
ていた。上級クラスは４名が受講し、全員中学生以
上であった。上級クラスの指導は、帯広交響楽団の
アマチュアのヴァイオリン奏者が受け持っている。
チェロクラスの受講者は４名で、音程練習を中心に
行っていた。指導者は団員の保護者であった。
　アマチュアの奏者にほとんどの指導を頼る背景に
は、十勝地方の音楽教育環境にある。十勝地方には、
音楽系の大学も教育学部もない。そのため、子ども
たちは、弦楽器の専門家からの教育を受けることが
困難な状況なのである。「とかちっこ」が、ジュニア・
オーケストラにできない背景には、専門の指導者が
不足していることも関係している。
⑵　全体レッスン
　パート毎のレッスンから１時間後にピアノのある
音楽スタジオに全員集合した後、ピアニストの長尾
氏の伴奏で、合奏が行われた。「色とりどりのコン
サート」のコンサートに向けた、以下の曲を中心に
レッスンが行われた。
・スコットランド民謡：《シェトランド・エア　
Shetland Air》
・エトムント・アンゲラー（Edmund Angerer）：《お
もちゃの交響曲 Kindersinphonie》
・葉加瀬太郎：《情熱大陸》
・ヨハン・パッヘルベル（Johann Pachelbel）：《カ
ノン Kanon und Gigue in D-Dur für drei Violinen und 
Basso Continuo》
　全体練習では、和光氏が中心となって指導を行っ
た。レッスンで指導した講師も演奏に加わり、子ど
もたちの演奏をリードしていた。合奏では、テンポ
の保持、弾き始め、弾き終わり方の合図を見る、と
いった「音を合わせる」ことを中心とした指導で、
音楽の表現や、奏法に対する注意はあまり見られな
かった。
⑶　「色とりどりのコンサート」
　「色とりどりのコンサート」では「とかちっこ」
の団員は全員立奏、暗譜で行った。《シェトランド・
エア》では、和光氏のソロパートも登場し、華やか
な演奏となった。３歳から高校生までの幅広い年齢
が一体となって行う演奏に、客席からは大きな拍手
がわいた。「色とりどりのコンサート」では、「とか
ちっこ」の他に、和光氏と地元のピアニストによる
ヴァイオリン・デュオ演奏、三谷教授や長尾氏の連
弾や、地元の子ども達によるピアノ独奏も行われた。
⑷　視察を終えて 
　視察後、指導の中心となっている和光氏と長尾氏
それぞれに、電話インタビューを行った。
　和光氏、長尾氏は2014年４月から、「とかちっこ」
の指導を行っている。2012年の発足から２年間は、
中心となる指導者が２回交代し、団員が20人を割る
こともあったが、和光氏らが指導を始めてからは団
員は30人を超え、増員を続けている。
　しかし、長尾氏によれば、発足から５年経った現
在でも「とかちっこ」の教育カリキュラムは手探り
状態なのだという。毎月１回、指導者同士で会議を
しながら、教育方針を決めているが、なかなかクロ
アチアのような音楽教育環境にならないのが現実で
ある。例えば、レッスン開始時に団員全員で行った
ゲーム「フルーツバスケット」も、保護者の子ども
へのレッスンに対するプレッシャーにより、子ども
達同士がのびのびとレッスンを受けることができな
い状況が続いたために、始めたのだそうだ。保護者
が「音楽に親しませたい」目的で子どもに弦楽器を
始めさせたものの、次第に保護者の方が熱心になる
ところが、日本の「習い事」では起こりがちである。
　「とかちっこ」の指導者は、音楽に親しんでもら
うための工夫を日々重ねている。一般的に、器楽の
― 291 ―
????
レッスンは、技術的なことに細かくなりがちである
が、「とかちっこ」では、楽しく練習に取り組めるよ
うにレッスンを行っている。
　また、「とかちっこ」では、レパートリーの多さを
重視している。レッスンでははじめに簡単な曲を学
習し、いつでも今までやった曲を弾けるように、指
導している。発表するための曲も半年に２～３曲仕
上げることを目安とし、ゆっくりとした進度でレッ
スンを行っている。
まとめ
　学校の「音楽」を含む芸術科目は減少の一途をた
どり、器楽を習う子ども達も格差社会の影響もあっ
て、減ってきている。また、せっかく器楽を習い始
めても、中学、高校を経て、受験や進学を機にやめ
てしまう子ども達も多い。未だに日本で「音楽を楽
しむ」ためには、レッスンを受けるための費用がか
かり、また、継続的に個人レッスンを受け続けなけ
ればならず、敷居が高い印象が拭えない。そして、
地方では、音楽の専門家がいないため、器楽のレッ
スンを受けることができない問題がある。弦楽器を
本格的に学ばせたい保護者にとっては、「とかちっ
こ」の教育は物足りなく感じるかもしれない。しか
し、低廉な会費で音楽が楽しめる環境が地域にある
ことは、生涯にわたって音楽や芸術を愛する心を育
てるのではないだろうか。
　2018年２月16日、政府は、学校教育からプロの育
成まで、文科省が一体的な教育を行えるようになる
「文部科学省設置法改正案」を設定した。これにより、
小中高校の「音楽」「美術」の学習指導要領を定め
る業務を、文科省から文化庁に移管する。今後、日
本の芸術教育は、学校教師から、専門家が中心にな
る可能性がある。現在、日本の音楽大学を卒業して、
安定した収入を得ながら音楽家や音楽教育者として
活動する卒業生はわずかである。今後アーツスプ
レッドは、企業や指定管理施設と協力しながら、指
定管理施設で働く音楽家を増やし、施設を活用した
子どものための音楽教育の仕組みを広げていく方針
だ。学校や音楽教室で音楽を「学ぶ」環境だけでな
く、のびのびと「音楽に親しむ」環境づくりが、今
後の芸術への理解につながっていくのではないだろ
うか。
注
１）普通小学校にも「音楽」の教科が存在する。
２）アーツスプレッド、「アーツスプレッドプロジェ
クト（芸術普及活動）」、インターネットhttp://
upbeat-japan.com/about.shtml（2018年 ８ 月 ５ 日
にアクセス）
３）同上
４）同上
５）アーツスプレッド、「アーツ音楽少年団」、イン
ターネットhttps://mit-on.com/アーツ音楽少年団
%E3%80%80%E3%80%80～arts-kids-orchestra～/
（2018年８月12日にアクセス）
